
か
に
発
赤
し
て
い
る
程
度
で

も
深
部
で
進
行
し
て
い
る
Ｄ

Ｔ
Ｉ（d

デ
ィ
ー
プ

eep t

テ
ィ
ッ
シ
ュ

issue i

イ
ン
ジ
ュ
リ
ー

njury

）

な
ど
も
あ
り
、
重
症
度
判
断

は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
患
部
の
写
真
を
送
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
ア
ド
バ
イ

ス
し
や
す
く
な
り
、
有
用
な

ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
よ
り
多
く
の
目
で
、

よ
り
多
く
の
患
者
さ
ん
に
対

応
す
る
た
め
、
皮
膚
・
排
泄

ケ
ア
の
院
内
資
格
「
ス
キ
ン

ケ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
創

設
。
こ
れ
は
５
回
の
講
義
受

講
と
４
回
の
試
験
（
ペ
ー
パ

ー
テ
ス
ト
と
実
技
）
ク
リ
ア

に
よ
り
取
得
可
能
な
資
格
で
、

取
得
す
れ
ば
認
定
証
と
と
も

に
バ
ッ
ジ
を
進
呈
、
院
内
の

褥
瘡
や
排
泄
管
理
は
、
こ
の

バ
ッ
ジ
を
付
け
て
い
る
職
員

に
相
談
で
き
る
仕
組
み
だ
。

安
食
る
み
看
護
部
長
は
八

鍬
副
主
任
の
取
り
組
み
を
高

く
評
価
、「
将
来
的
に
は
地

域
全
体
で
同
様
の
資
格
を
導

入
し
、
褥
瘡
対
策
を
相
談
し

合
え
る
関
係
性
を
構
築
で
き

た
ら
と
思
い
ま
す
」。

褥
瘡
は
、
自
分
で
は
痛
み

や
苦
し
み
を
訴
え
ら
れ
な
い

患
者
さ
ん
に
生
じ
る
こ
と
が

多
い
。
八
鍬
副
主
任
は
、
褥

瘡
ケ
ア
に
欠
か
せ
な
い
も
の

に
〝
声
な
き
苦
し
み
に
気
付

く
思
い
や
り
〟
を
挙
げ
、「
医

療
・
介
護
従
事
者
の
ほ
と
ん

ど
は
、
優
し
さ
や
思
い
や
り

を
胸
に
抱
い
て
入
職
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
。
日
々
の
業
務

に
追
わ
れ
忘
れ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
が
、
初
心
を
思
い
出

し
て
ケ
ア
を
し
て
い
た
だ
け

た
ら
嬉
し
い
」
と
、
呼
び
か

け
て
い
る
。

や
行
政
や
県
看
護
協
会
な
ど

か
ら
も
定
期
的
に
講
演
依
頼

が
入
る
ま
で
に
な
っ
た（
図
）。

講
演
で
は
知
識
だ
け
で
な

く
、
正
し
い
ス
キ
ン
ケ
ア
や

オ
ム
ツ
の
当
て
方
な
ど
実
技

指
導
も
行
う
。
た
と
え
ば
ド

ラ
イ
ス
キ
ン
は
皮
膚
の
バ
リ

ア
機
能
が
低
下
し
褥
瘡
が
で

き
や
す
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

搔そ
う
よ
う痒

感
（
か
ゆ
み
）
が
生
じ

か
き
む
し
る
こ
と
が
原
因
で

創
傷
リ
ス
ク
も
高
ま
る
こ
と

な
ど
を
伝
え
、
正
し
い
清せ

い
し
き拭

や
洗
浄
、
保
湿
ケ
ア
の
タ
イ

ミ
ン
グ
、
保
湿
ク
リ
ー
ム
の

塗
り
方
な
ど
を
紹
介
。

あ
わ
せ
て
医
療
・
介
護
関

係
者
ら
が
褥
瘡
に
つ
い
て
困

っ
た
時
に
電
話
や
Ｅ
メ
ー
ル

で
相
談
で
き
る
「
床
ず
れ
１

１
０
番
」
を
用
意
。
褥
瘡
の

な
か
に
は
皮
膚
表
面
が
わ
ず

八
鍬
副
主
任
は
「
も
し
褥

瘡
の
知
識
を
も
つ
誰
か
が
、

こ
の
患
者
さ
ん
の
傍
に
い
て

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
ら
、
こ

こ
ま
で
ひ
ど
く
な
ら
ず
、
60

歳
代
の
若
さ
で
亡
く
な
る
こ

と
も
な
か
っ
た
」
と
、
周
知

の
必
要
性
を
痛
感
。
資
格
取

得
後
は
模
索
し
つ
つ
も
地
域

の
医
療
・
介
護
関
係
者
を
対

象
に
啓
発
活
動
を
続
け
、
今

（
概
要
版
）』）
に
比
べ
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
褥
瘡
リ

ス
ク
が
高
い
地
域
。

一
方
、
同
郡
の
面
積
は
１

８
０
４
㎢
と
香
川
県
全
域
の

面
積
（
１
８
７
６
㎢
）
に
近

い
広
さ
を
も
ち
な
が
ら
、
褥

瘡
を
含
め
た
創
傷
や
ス
ト
ー

マ
（
人
工
肛
門
・
膀ぼ

う
こ
う胱

）、

排
泄
の
管
理
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
で
あ
る
皮
膚
・
排
泄
ケ

ア
認
定
看
護
師
が
２
人
し
か

お
ら
ず
、
少
な
い
マ
ン
パ
ワ

ー
で
ど
う
対
応
す
る
か
が
地

域
の
課
題
だ
。

同
院
は
「
褥
瘡
で
苦
し
む

患
者
さ
ん
を
少
し
で
も
減
ら

し
た
い
」
と
い
う
強
い
意
志

の
下
、
２
０
０
４
年
か
ら
褥

瘡
対
策
に
本
格
着
手
。
当
初

は
院
内
ケ
ア
・
予
防
が
中
心

だ
っ
た
が
、
も
ち
込
み
患
者

さ
ん
に
重
症
例
が
多
い
こ
と

か
ら
、
八
鍬
副
主
任
は
09
年
、

地
域
の
褥
瘡
対
策
を
目
的
に

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護

師
の
資
格
を
取
得
し
た
。

取
得
を
目
指
し
た
き
っ
か

け
は
60
歳
代
の
患
者
さ
ん
。

自
身
で
運
転
し
て
来
院
し
た

が
、
仙せ

ん
こ
つ骨
（
尾
て
い
骨
の
少

し
上
の
背
骨
）
部
の
褥
瘡
を

患
い
骨
が
ほ
ぼ
消
失
し
て
い

る
ほ
ど
の
重
症
で
、
そ
れ
以

外
に
も
４
カ
所
の
褥
瘡
が
あ

っ
た
。
来
院
後
わ
ず
か
２
日

後
に
敗
血
症
で
亡
く
な
っ
た
。

が
壊え

し死
し
た
病
態
。
自
分
で

寝
返
り
な
ど
体
位
変
換
が
で

き
な
い
長
期
臥が

床し
ょ
う（

寝
た
き

り
）
の
患
者
さ
ん
や
、
低
栄

養
な
ど
で
皮
膚
が
弱
く
な
っ

て
い
る
患
者
さ
ん
に
発
生
し

や
す
い
。
適
切
に
処
置
し
な

い
と
壊
死
は
や
が
て
筋
肉
や

骨
に
ま
で
達
し
、
壊
死
組
織

の
細
菌
が
血
中
に
入
り
込
む

と
敗
血
症
な
ど
の
感
染
症
を

合
併
、
最
悪
の
場
合
、
死
に

至
る
こ
と
も
あ
る
。

同
院
が
立
地
す
る
最も

上が
み

郡

（
１
市
７
町
村
）
は
高
齢
化

率
が
30
・
８
％
（
山
形
県
健

康
福
祉
部
健
康
長
寿
推
進
課

『
平
成
26
年
デ
ー
タ
で
見
る

山
形
県
の
高
齢
者
を
取
り
巻

く
状
況
』）
と
、
全
国
平
均

の
25
・
１
％
（
内
閣
府
『
平

成
26
年
版
高
齢
社
会
白
書

新
庄
病
院
入
院
患
者
さ
ん

の
褥
瘡
有
病
率
は
６
・
５
〜

12
・
９
％
と
、
療
養
型
病
床

を
有
す
る
病
院
の
全
国
平
均

２
・
２
％
（
第
３
回
〈
平
成

24
年
度
〉
日
本
褥
瘡
学
会
実

態
調
査
委
員
会
報
告
）
に
比

べ
か
な
り
多
い
。
そ
の
大
半

が
褥
瘡
治
療
を
目
的
に
他
院

か
ら
転
院
し
て
き
た
り
、
介

護
施
設
や
自
宅
か
ら
入
院
し

て
き
た
り
す
る〝
も
ち
込
み
〟

患
者
さ
ん
だ
。

褥
瘡
は
皮
膚
な
ど
軟
部
組

織
に
持
続
的
に
圧
力
が
加
わ

る
こ
と
で
当
該
部
位
の
血
流

が
阻
害
、
そ
の
部
分
の
組
織

新
庄
徳
洲
会
病
院
（
山
形
県
）
は
褥

じ
ょ
く

瘡そ
う

（
床と

こ

ず
れ
）
の
予
防
や
重
症
化
阻
止
を
目
的
と
し
た
医

療
講
演
に
注
力
し
て
い
る
。
重
症
の
褥
瘡
は
時
に
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
が
、
そ
の
重
大
性
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
患
者
さ
ん
や
家
族
、
介
護
者
ら
が
事
態
を
認
識
し
な
い
ま
ま
悪
化

す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。
同
院
は「
褥
瘡
で
命
を
落
と
す
地
域
の
患
者
さ
ん
を
減
ら
し
た
い
」

と
の
思
い
か
ら
褥
瘡
治
療
の
た
め
の
入
院
を
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、
早
期
発
見
と
予
防
に
向

け
た
啓
発
活
動
を
展
開
。
皮
膚
・
排は

い
せ
つ泄

ケ
ア
認
定
看
護
師
の
八
鍬
恵
美
副
主
任
の
院
内
外
の
累

計
講
演
回
数
は
１
０
０
回
を
超
え
て
い
る
。

「どんな場所でも生命だけは平
等だ！」
徳洲会グループはインターネ

ット上の動画サイト「YouTube」に、
グループ病院の医療への取り組
みを紹介する番組を毎月配信。
今回は神話の国・島根県出雲

市にある出雲徳洲会病院を訪ねた。この地域は人口約17
万5,000人のうち65歳以上の割合が28.6％と、全国平均を
上回る高齢化が進んでいる。
このため同院は急性期病棟だけでなく、療養型病棟も併
設、さらに介護老人保健施設も院内に開設。訪問看護、
訪問リハビリにも力を入れ、患者さんと家族をサポートす
る体制を敷いている。多職種が連携し“チーム出雲”で患者
さんに対応するのが大きな特徴だ。
田原秀樹院長は「さらに地元に密着した病院になりた
い」と意気込みを語っている。
番組へのアクセスは、徳洲
会グループのホームページ
（http://www.tokushukai.or.jp）
のトップ画面にあるバナー「ど
んな場所でも生命だけは平
等だ！」をクリック！

「地域から褥瘡関連死を
なくしたい」と資格を取
得した八鍬副主任

退
院
支
援
で
は
具
体
的
に
、

入
院
前
の
生
活
や
家
族
の
状

況
を
ふ
ま
え
、
退
院
後
の
自

宅
療
養
に
必
要
な
在
宅
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
準
備
し
た
り
、

自
宅
療
養
が
困
難
な
場
合
に

は
Ｍ
Ｓ
Ｗ
（
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
）
と
連
携
し
、

転
院
先
や
介
護
施
設
を
探
し

た
り
す
る
。

同
院
で
は
病
棟
看
護
師
が

中
心
と
な
り
多
職
種
と
の
連

携
の
下
、
退
院
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
患
者
さ
ん
の

状
態
を
把
握
し
た
う
え
で
、

早
期
に
退
院
支
援
を
開
始
す

る
に
は
、
日
々
の
看
護
業
務

を
通
じ
て
入
院
時
か
ら
患
者

さ
ん
に
接
す
る
機
会
の
多
い

病
棟
看
護
師
が
適
切
と
判
断

し
た
。

２
０
１
３
年
４
月
に
退
院

支
援
委
員
会
（
委
員
長
＝
楳

田
恵
子
・
看
護
師
長
）
を
設

立
。
同
時
に
〝
退
院
支
援
情

報
シ
ー
ト
〟
を
新
た
に
導
入

し
た
。
同
シ
ー
ト
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
、
介
護

者
の
状
況
、
入
院
前
・
現
在

の
Ａ
Ｄ
Ｌ（
日
常
生
活
動
作
）

の
状
況
（
歩
行
、
食
事
、
排

泄
）、
本
人
や
家
族
の
意
向

（
退
院
先
の
希
望
な
ど
）、
今

後
の
方
針
―
―
な
ど
の
項
目

で
構
成
。

ま
た
、
多
職
種
が
参
加
し

患
者
さ
ん
の
ケ
ア
方
針
全
般

を
話
し
合
う
た
め
に
開
い
て

い
る
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
（
事
例
検
討
会
）
の
な
か

で
も
、
個
々
の
患
者
さ
ん
の

退
院
支
援
を
検
討
課
題
に
位

置
付
け
、
話
し
合
う
よ
う
に

改
め
た
。

同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、

病
棟
看
護
師
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
、
Ｍ
Ｓ

Ｗ
、
訪
問
看
護
師
と
い
っ
た

職
種
が
参
加
し
、
毎
週
２
回

開
催
し
て
い
る
。

大
垣
徳
洲
会
病
院
（
岐
阜
県
）
は
患
者
さ
ん
の
退
院
支
援
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
退
院
支
援
と
は
、
退
院
後
も
患
者
さ
ん

が
円
滑
に
自
宅
や
介
護
施
設
で
の
療
養
を
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
支
援
す
る
こ
と
。
国
の
医
療
政
策
の
な
か
で
も
年
々
、
そ

の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
同
院
で
は
病
棟
看
護
師
が
主

体
と
な
り
、
多
職
種
が
参
加
す
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
、
独

自
に
作
成
し
た
“
退
院
支
援
情
報
シ
ー
ト
”
を
通
じ
、
取
り

組
み
を
推
進
。

（
２
面
に
続
く
）

適切な退院支援を行うため多職種によるカンフ
ァレンスを開催

褥瘡防ぐ講演 100回超
八鍬・皮膚・排泄ケア認定看護師

新庄徳洲会病院

徳洲会のホームページにあるこの
バナーをクリックすると、番組に
アクセスできる

田原院長（右）と小林梢リポー
ター

ウェブ動画で紹介

出雲徳洲会病院

多職種が一致団結して
“チーム出雲”で対応

多
職
種
で
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

退
院
支
援
に
力
入
れ
る

大 垣
徳洲会病院

徳 洲 新 聞徳 洲 新 聞 生
い の ち
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